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【目的】ガレクチン-1 は、糖結合性タンパク質レクチンの一種であり、糖鎖への

結合を介して、がん、免疫、分化などの様々な生命現象に関与する。ガレクチン-1
は軟骨細胞に存在し、軟骨細胞と細胞外マトリックスとの相互作用などに関わる

ことが示されているが、その分化への影響については未解明な点が残されている。

本研究ではマウス前駆軟骨細胞株 ATDC5 細胞をモデルとし、ガレクチン-1 がその

軟骨細胞への分化に与える影響を調べた。 
【方法】ATDC5 を播種した翌日、培地を ITS（Insulin-Transferrin-Sodium Selenite）
を含む分化誘導培地に交換し、14 日間培養することで軟骨細胞への分化を誘導し

た。培地中にリコンビナントガレクチン-1 タンパク質を添加することで、ガレク

チン-1 が分化に与える影響を調べた。内在性のガレクチン-1 の発現についてはウ

エスタンブロットおよび免疫染色で調べた。また分化の程度は、アルシアンブル

ーによるグリコサミノグリカンの染色および分化マーカー遺伝子の発現により評

価した。 
【結果・考察】ガレクチン-1 の ATDC5 細胞における発現および局在を調べたとこ

ろ、分化に伴う大きな発現や局在の変動はないこと、細胞の内外に存在すること、

が明らかになった。つぎに、リコンビナントガレクチン-1 タンパク質の添加が分

化に与える影響を調べた。その結果、ガレクチン-1 添加により、グリコサミノグ

リカン産生が抑制されること、分化マーカーである II 型コラーゲン、アグリカン

および X 型コラーゲンの遺伝子発現が低下すること、などが明らかになった。現

在、ガレクチン-1 が分化に与える影響について、インスリンシグナル伝達などの

関連から調べており、年会ではその結果を含めて議論したい。 


